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シン・モダリティ セミナー
ACROBiosystems・プロメガ・理科研共催セミナー

概要

モダリティをテーマに、細胞治療編と抗体医薬編に日程を分け、
それぞれについて最新の研究動向・研究への活用ツールをお伝えするセミナーを開催致します。
細胞治療編では、膜タンパク質の機能と最新の研究トレンド、新規の膜タンパク質安定化技術、
そして基礎研究だけでなく、細胞の品質管理においても重要なCAR-T機能バイオアッセイの
最新手法・実例についてご紹介します。

抗体医薬編では二重特異性チェックポイント阻害薬や腫瘍を標的とした受容体作動薬など、
承認された治療法や今後開発される革新的な治療法についてご紹介し、
二重特異性抗体（bsAbs）によるがん治療の可能性を解き明かします。
また、抗体医薬品を中心とした各種モダリティの複合テクノロジーである
Antibody-Drug Conjugate (ADC)の最新開発トレンドや課題の一つとなるバイスタンダー効果の
in vitroアッセイ法をご紹介致します。

POINT！

★トピックスに合わせて2日間に分けての開催！

★最新研究トレンドだけでなく細胞の品質管理についても解説！

2024年 7月26日・31日 15:00 ～16:05

会場 Teamsにてオンライン開催
定員：200 名 受講無料
申込み：QRコードリンク先の登録フォーム

問合せ：bct-rikaken@rikaken-hd.co.jp
リカケンホールディングスグループスタッフまで

登録フォーム
QRコードまたは下記URL

登録は
こちら！

https://saisachi.com/072631webinar_form/

★抗体医薬を用いたがん治療の可能性、最新情報をご紹介！

共催セミナー

シンシン
モダリティ

ウェビナー

7/26・7/31開催

mailto:bct-rikaken@rikaken-hd.co.jp


お問い合わせはお近くのリカケンホールディングスグループ各社まで

プログラム

7月26日(金) 15:00～16:05『細胞治療編』

≪第一部≫ ACROBiosystems
『膜タンパク質を標的とした抗体医薬品開発の最新研究について』

様々な膜タンパク質がそれぞれCAR-Tなどの細胞治療法における機能と、膜タンパク質に関する最新の
研究トレンドを紹介します。新規の膜タンパク質安定化技術、例えばターゲティングの強化、免疫系へ
の調節などの応用についてもふれていきます。

≪第二部≫プロメガ
『ますます重要性を増すCAR-T機能バイオアッセイ』

今年初めに公開されたFDAの最終ガイダンスでも触れられているように、CAR-T機能バイオアッセイは基
礎研究だけでなく細胞の品質管理においても重要性を増しています。CAR-T機能バイオアッセイの最新
の手法、および実例についてご紹介します。

7月31日(水) 15:00～16:05『抗体医薬編』

≪第一部≫ ACROBiosystems
『がん治療に革命を起こす：二重特異性抗体の現在と未来を探る』

二重特異性抗体（bsAbs）によるがん治療の可能性を解き明かす。二重特異性チェックポイント阻害薬
や腫瘍を標的とした受容体作動薬など、承認された治療法や今後開発される革新的な治療法についてご
紹介します。癌の標的治療を再構築するbsAbsの極めて重要な役割を探っていきます。

≪第二部≫プロメガ
『ADC研究開発の最新情報と解析ツール』

Antibody-Drug Conjugate (ADC) は抗体医薬品を中心とした各種モダリティの複合テクノロジーであり、非
常に幅広い解析手法が必要とされます。最新のADC開発トレンドとともに、課題の一つであるバイスタ
ンダー効果のin vitroアッセイ法をご紹介します。
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